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今月のカバー

特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引
し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

相棒 - 劇場版 IV-

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

相
棒
	-劇
場
版
IV-

103,330人
49,429人
53,901人

45,205世帯
448.33㎢ 

平成29年３月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

サラマンダー
横浜イングリッシュガーデンとかのやば
ら園の友好記念に作られた新品種。桜島
の噴火のような色合いが特徴で、火をつ
かさどる精霊が名前の由来です。

（＋ 14）
（＋ 13）
（＋ １）
（－ 22）

◎上映時間（120分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

謎の国際犯罪組織と彼らを追う国連犯罪
情報事務局、英国での集団毒殺事件、２
度誘拐された少女…。すべての点が線で
結ばれる時、特命係が見たものとは？待
望の「相棒」シリーズ映画最新作！

ツクシ
昨年、串良町細山田の川原園井堰近く
で見つけたツクシ。土から突き出てく
る様子が名前の由来とも言われていま
す。春を告げるツクシの群生する姿は、
愛らしい新入生の雰囲気に似ています。
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10	 街フォトスクラップ

12	 ３人の地域おこし協力隊員が卒業

16	 かのやばら祭り2017春

18	 情報掲示板

23	 まちの保健室

24	 市民のひろば

25	 	地域おこし協力隊かのや活動レポート、	
今月のプレゼント

26	 スポットライト

27	 	大人の社会見学	
象嵌装太刀

～
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明日への

扉

Ｆ
Ｍ
か
の
や（
77・２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

４
月
24
日（
月
）９
時
５
分
か
ら

坂
元 

太
一
さ
ん
が
出
演
（予定）

No.29

坂
さかもと

元 太
た

一
いち

 さん

　

実
家
は
曽
祖
父
の
代
か
ら
代
々
続
く
種

畜
場
な
の
で
す
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
家
の

手
伝
い
は
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
進
路
も
あ
ま
り
考
え
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
学
３
年
生
の
時

に
父
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
鹿
屋
農
業
高

校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
牛
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
校
生
に
な
っ
て

初
め
て
牛
を
引
き
、
世
話
を
し
て
み
て
、

す
ぐ
に
楽
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
実

家
の
牧
場
の
手
伝
い
も
や
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
牛
が
産
ま
れ
る
ま
で
、

肉
が
で
き
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ん
で

い
る
う
ち
に
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う

欲
求
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
高
校
３
年
生
の
時
に
、
祖

父
、
父
と
相
次
い
で
亡
く
し
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
何
気
な
く
、
楽
し
く
牛
の
世

話
を
し
て
い
て
、
家
業
を
継
ぐ
な
ん
て

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
尊
敬
す

る
2
人
の
大
黒
柱
を
失
っ
た
こ
と
に
直
面

し
て
、
就
農
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
農
大
へ
進
学
し
、
在

学
中
は「
受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
牛ぎ

ゅ
う

群ぐ
ん

改
良
及
び
受
胎
率
の
要
因
分
析
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
私
は
採
卵
を
担
当
し
、
牛
か
ら
受
精

卵
を
採
取
す
る
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

採
卵
作
業
は
難
し
く
、
毎
日
練
習
を
積

み
重
ね
、
習
得
す
る
ま
で
は
本
当
に
大
変

で
し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
育
て
た
牛
で
も

個
体
差
が
あ
り
、
受
精
卵
が
数
個
し
か
採

れ
な
い
牛
も
い
れ
ば
50
個
以
上
も
採
れ
る

牛
も
い
る
こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
研
究
の
結
果
、
受
精
卵
が
新

鮮
か
つ
品
質
が
高
い
ほ
ど
受
胎
率
が
上
が

る
こ
と
な
ど
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
を
、
今
年
２
月
に
東
京
都
で

開
催
さ
れ
た「
平
成
28
年
度
全
国
農
業
大

学
校
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
意
見
発
表
会
」

で
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
最
高
賞
で
あ
る
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
や
仲

間
た
ち
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
真
剣
に

取
り
組
め
た
の
は
、
亡
く
な
っ
た
父
や
祖

父
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
家
に
は
、
種
牛
６
頭
、
繁
殖
母
牛

１
５
０
頭
、
肥
育
牛
１
，
４
０
０
頭
が
い

ま
す
が
、
夢
は
こ
れ
を
２
倍
以
上
に
増
や

す
こ
と
。
こ
の
た
め
、
現
在
は
、
北
海
道

で
規
模
拡
大
を
実
践
し
て
い
る
若
手
の
生

産
牛
農
家
で
修
行
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
後
に
は
帰
郷
し
、実
家
を
継
い
で
、

祖
父
も
父
も
取
得
し
な
か
っ
た「
受
精
卵

移
植
師
」
の
資
格
を
取
り
、
受
精
卵
を
活

用
し
た
受
胎
率
の
向
上
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
成
果
を
地
元
へ
の
貢
献
に
つ
な

げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成９年鹿屋市生まれ。鹿屋農業高校畜産科を卒業後、平成27年鹿児島
県立農業大学校畜産学部肉用牛科に入学。今年３月同大学校を卒業し、
現在、北海道中川郡豊

とよころ

頃町の生産牛農家の農場で研修中。２年後は実家
の「坂元種

しゅ

畜
ちく

場
じょう

」で就農する予定。（20歳）

あくなき研究で
より質の高い牛を！

雌牛に精液を注入し受胎させるのが人工授精師である
のに対し、受精卵を雌牛の体内に移植して受胎させる
のが「受精卵移植師」。農大での研究テーマは、「受精
卵移植師」の資格取得を目指して設定した。
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５つの戦略

３つの基本方針

1   雇用と所得につながる産業を
おこすまちづくり ⇒  Ｐ 6

2   広域連携を積極的に推進する
まちづくり ⇒  Ｐ 7

3   笑顔あふれる安心・安全なまち
づくり ⇒  Ｐ 8

4   心豊かに学び、地域文化を育む
まちづくり ⇒  Ｐ 7

5   安全で快適に暮らせるまちづ
くり ⇒  Ｐ 9

事
業
を
安
定
的
・
継
続
的
に
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
方
の
創
意
工
夫
を
引

き
出
し
、
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
実
効
性
の
高
い
施
策
・
事
業

を
重
点
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
国

や
県
の
政
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
地

方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
鹿
屋
・
大
隅
地
域
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望

を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
豊
か

◦
施
政
方
針

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
、
３
年
余

り
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市

民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
の
実
現
に

向
け
て
市
政
運
営
に
取
り
組
め
た
こ

と
は
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
御
理
解

と
御
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
経
済
対
策
の
円
滑

か
つ
着
実
な
実
施
に
よ
り
、
内
需
を

下
支
え
す
る
と
と
も
に
、
民
需
主
導

の
持
続
的
な
経
済
成
長
と
一
億
総
活

躍
社
会
の
着
実
な
実
現
に
向
け
、
経

済
、
子
育
て
、
社
会
保
障
に
重
点
を

置
い
た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
ま
た
、
本
格
的
な
事
業
展
開

の
段
階
を
迎
え
た
地
方
創
生
に
つ
い

て
、
更
な
る
深
化
の
た
め
、
先
導
的
な

さ
と
温
も
り
を
実
感
で
き
る“
市
民
が

主
役
の
明
る
い
未
来
づ
く
り
”に
取
り

組
む
た
め
、
３
つ
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
５
つ
の
戦
略
を
更
に
重
点
的
・

計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
平
成
29
年
３
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会

　

中
西
茂
市
長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
》

豊
か
さ
と
温
も
り
を
実
感
で
き
る

“
市
民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
”

※ 

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

福
井
逸は
や

人と

氏
の
副
市
長
退
任
に

伴
い
、
３
月
22
日
、
３
月
議
会
定

例
会
で
、
新
副
市
長
に
今い
ま
さ
き崎
裕ゆ
う
い
ち一

氏（
47
歳
）
が
選
任
さ
れ
、
４
月

１
日
か
ら
就
任
し
ま
し
た
。

【
経
歴
】

　

岩
手
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修

了
後
、
平
成
９
年
に
農
林
水
産
省
に

入
省
し
、
生
産
局
畜
産
部
の
畜
産
振

興
課
飼
料
専
門
官
兼
大
臣
官
房
秘
書

課
、
畜
産
振
興
課
課
長
補
佐
を
歴
任
。

の
実
現
に
向
け
て

　

今
号
は
、
２
月
23
日
開
会
の
鹿
屋
市
３
月
議
会
定
例
会
で
中
西
茂
市
長
が
述
べ
た
市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
な
る
施
政
方
針
の
概
要
と
、
３
月
22
日
に
議
決
さ
れ
た
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

３月22日、議場で
あいさつをする
今崎裕一 副市長

◦ 雇用と所得につながる産業おこし

◦  みんなで築く安心・安全でやさ
しい地域づくり

◦ 笑顔があふれる元気百倍の人づ
くり

新「
副
市
長
」を
紹
介
し
ま
す

Kanoya City Public Relations  4



平成29年度  施政方針と当初予算特集

次代を築く、
かのや未来創造予算

市民税
43億4,600万円

固定資産税
43億4,100万円

市たばこ税
7億2,000万円

都市計画税
3億8,750万円

軽自動車税
3億3,550万円

　歳入予算では、自主財源のうち、市税は、
前年度予算に比べて、３億9,450万円増の101
億3,000万円となっています。また、各基金か
らの繰入金は、ふるさと納税制度でいただい
た寄附金をもとに、本市の発展・活性化のた
めに実施する事業への活用などにより、３億
1,607万４千円増の31億6,311万７千円となっ
ています。
　依存財源のうち、地方交付税は６億5,000万
円減の121億5,000万円、台風16号災害復旧等
のため、国・県支出金は21億4,087万９千円増
の140億1,921万６千円となっています。市債
は、台風16号災害復旧や平和公園多目的野球
場の改修、情報インフラ整備などにより、14億
6,730万円増の44億7,400万円となっています。

歳入
地方交付税

 12,150
 （24.1%）

国・県支出金
14,019 （27.8%）

地方債
 4,474

（8.9%）

譲与税・交付金
2,922（5.7%）

その他
 20（0.1%）

市税
 10,130

（20.1%）

寄附金
 1,000（2.0%）
使用料・手数料 
777（1.5%）

繰入金
 3,163

（6.3%）

その他自主財源
1,377（2.7%）

自主財源
16,901

     （33.5%）

依存財源
33,585（66.5%）

分担金・負担金 
454（0.9%）

単位：百万円

人件費
 6,669（13.2%）

扶助費
 13,936 

（27.6%）

義務的経費
25,005

（49.5%）

投資的経費
7,904（15.7%）

その他の経費
17,577（34.8%）

公債費
4,400

（8.7%）
普通建設事業費 

5,704（11.3%）

災害復旧費
2,200（4.4%）

物件費
 6,580

（13%）

補助費等
 3,784

（7.5%）
繰出金
5,205 

（10.3%）

その他 
484（1%）

積立金
 1,524（3%）

単位：百万円

歳出
（性質別）

単位：百万円

民生費
19,876

（39.4%）

総務費
 5,235

（10.4%）

教育費
 4,959

（9.8%）

公債費
 4,400

（8.7%）

土木費
3,597（7.1%）

衛生費
 2,821（5.6%）

農林水産業費
 2,882（5.7%）

災害復旧費
2,200（4.4%）

消防費
1,507（3%）

諸支出金
1,575（3.1%）

商工費
1,015（2.0%）

その他
419（0.8%）

歳出
（目的別）

　歳出予算では、義務的経費のうち、人件費は職員数の減などにより、前年度に比べ、３億4,931万３千円減の66億6,850
万６千円となっています。扶助費は、障害福祉サービス利用件数の増などにより、8,068万円増の139億3,592万９千円、
公債費は、3,660万４千円減の44億３万４千円となっています。
　投資的経費のうち、普通建設事業費は、各種計画に基づくスポーツ施設再配置、霧島ヶ丘公園整備、情報インフラ整
備等の大型事業の実施などにより、18億4,253万４千円の増となっています。災害復旧費については、台風16号災害の
本格的な復旧を行うため、20億4,622万９千円の増となっています。

　平成29年度当初予算が、３月に開かれた鹿屋市議会定例会で議決されました。
　一般会計当初予算の総額は、504億8,600万円で、前年度当初予算と比較すると10.3％の増となりました。このうち、台風
16号災害復旧関連予算を除いた予算額は484億4,108万１千円となり、対前年度比5.8％の増となります。
　平成29年度は、引き続き“市民が主役の明るい未来”の実現に向けて、健全財政を念頭に置きつつ、市民サービスの維持向
上や産業振興、地域活性化に全力をあげて取り組むこととし、「鹿屋市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「かのや農業・農
村戦略ビジョン」に位置付けた事業を積極的に展開してまいります。

平成29年度 一般会計当初予算

総額
504億8,600万円
（対前年度比		47

億１千万円増		10
.3％増）

市税内訳
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拡充

拡充

新規

新規

　生産者の個々の対応力だけでなく、生産者間で連携する
ことにより鹿屋の総合力を発揮できる体制を構築し、川中・
川下（域内外の食品卸事業者・飲
食店・バイヤーなど）からの依頼
に対応できる産地づくりを推進す
るとともに、本市で生産される農
林水産物や加工品の販路開拓・拡
大に取り組みます。										　		　												
　　　【農林水産課・産業振興課】

かのや食・農商社推進事業　
1,268万2千円

　高齢者等肉用牛特別導入事業基金など、３つの基金を本
市で初となるすべての肉用子牛農
家を対象とした新たな基金制度へ
と統合・再編し、本市の肉用子牛
生産農家の肉用牛導入を支援する
ことにより、生産基盤の強化及び
経営の安定化を図ります。　　　
　　				　			　　　　　			【畜産課】

肉用牛導入基金事業
1億29万4千円

　新規就農者の計画的な確保・育成を図るため、輝北町で
実施していた研修事業を見直し、市内全域を対象とする新
たな研修事業を実施し、市内３つの農業協同組合、県、農
業委員会など、関係機関と一体となって本市の農業・農村
の未来を支える人づくりを推進します。									【農林水産課】

かのやアグリ起業ファーム事業
608万6千円

　高校生や一般求職者の地元就職を促進するため、新たに
鹿児島労働局と締結した「雇用対
策協定」に基づき、ハローワーク
や市内企業と連携して、求職者等
が合同企業説明会に参加する機会
を設け、地域の雇用対策に取り組
みます。　　　									【商工振興課】

地元就職支援事業
93万8千円

その他の主な事業
◦地域６次産業化推進事業【拡充】 1,823万円
◦食の魅力発信事業（G-GAP等）【拡充】 695万5千円
◦がんばる畑作応援事業【拡充】 2,238万6千円

◦全国和牛能力共進会対策事業【拡充】 886万5千円
◦ふるさとＰＲ促進事業【拡充】 6億3,957万4千円
◦川

かわ

原
はら

園
ぞの

井
い

堰
ぜき

シンポジウム事業【新規】 118万円

Data

主な平成29年度特別会計事業について
◎�国民健康保険事業＝県が国民健康保険の財政運営主体と
なる新制度の平成30年度開始に向けた準備作業や、被保
険者が疾病・負傷により診療を受けた場合の給付等を行
います。
◎	後期高齢者医療＝保健運営主体である鹿児島県後期高齢
者医療広域連合への負担金や資格管理・医療給付・各種
保健事業等、後期高齢者医療事業を円滑に運営するため
の事務を行います。

◎	介護保険事業＝高齢者等が住み慣れた地域でいつまでも
安心して暮らせるように、地域包括ケアシステムの推進
及び介護予防事業の充実等に取り組みます。

◎	公共下水道事業＝公共下水道計画区域の未整備地区の解
消を図るため、引き続き汚水枝線建設工事を推進します。

◎	下水道事業＝輝北町の百引地区環境センターが、供用開
始以来20年を経過していることから、設備等の機能を保
全するため適時・適切な修繕や更新を行い、施設の機能
強化（長寿命化）を図ります。

平成29年度 特別会計・水道事業会計

特別会計区分 平成29年度予算額 対前年度比					
国民健康保険事業 149億9,252万7千円 1.4%
後期高齢者医療 12億5,360万3千円 1.9%
介護保険事業 106億4,516万3千円 0.8%
公共下水道事業 11億5,520万4千円 △19.6%
下水道事業 6,484万4千円 54.6%

輝北簡易水道事業 － －
合計 281億1,134万1千円 △0.1%

※�輝北簡易水道事業特別会計は、平成29年度から水道事業会
計（企業会計）へ統合

区　分 平成29年度予算額 対前年度比					
収益的収入 17億5,500万2千円 3.9%
収益的支出 16億3,076万4千円 16.2%
資本的収入 2,035万1千円 68.0%
資本的支出 5億4,859万8千円 △58.0%

●特別会計

●水道事業（企業会計）

【予算額】26億5,807万9千円　雇用と所得につながる産業をおこす まちづくり

※各種事業の　����とは、新たな取り組みによる事業。　�　とは、既存事業の内容や対象を広げ、更に一部新規の取り組みを取り入れた事業。新規 拡充
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拡充

拡充拡充

拡充

拡充拡充

拡充

新規
　新たな公共交通として、コミュニティバスに多くの需要
が見込めない公共交通不便地域で、デマンド交通実証運行
を行い地域住民の利便性向上を
図ります。また、拠点となる鹿
屋バス停等の待合環境の改善を
図るとともに、利用しやすい持
続可能な公共交通体系を構築し
ます。  　　【地域活力推進課】

デマンド交通実証運行事業（総合交通対策事業）
210万円（1億401万9千円）

　平成 30年１月からのＮＨＫ大河ドラマ「西
せ

郷
ご

どん」の
放送開始を見据え、西郷隆盛ゆかりの地である高須地区と
協働で、案内板の設置など地域のまち歩きコースを整備す
るとともに、鹿児島県の明治維新 150 周年事業等と広域
的に連携し交流人口の増加を図ります。また、グリーンツー
リズムの一層の推進による地域の活性化を図るため、農家
民宿の開業支援を行います。					　											【ふるさとＰＲ課】

観光ＰＲ誘客推進事業　
1,469万4千円

　自転車を活用したまちづくりを推進するため、かごしま
国体の自転車ロードコース会場となる肝付町、錦江町及び
南大隅町と連携した自転車イベントの開催やサイクリング
ロードの整備などを行います。　												【市民スポーツ課】

ホームタウンスポーツ推進事業
2,015万4千円

　「霧島ヶ丘公園基本計画」に基づき、民間参入事業者の
事業開始等に必要な基盤整備や遊休施設の有効活用に向け
た実施設計など、魅力ある公園づくりを進め誘客促進を図
ります。　　　　　		　　　　　　	　　										【都市政策課】

霧島ヶ丘公園活性化プロジェクト事業
1億6,824万9千円

その他の主な事業
◦鹿屋女子高活性化事業【拡充】 878万3千円
◦国体に向けた競技力向上対策事業【拡充】 549万4千円
◦鹿屋寺子屋事業【拡充】 256万5千円

　鹿屋市スポーツ関係施設再配置計画に基づき、平和公園
多目的野球場を公式大会が開
催できる専用球場として改修
するなど、スポーツ施設や設
備の整備を行います。
					　									【市民スポーツ課】

鹿屋市スポーツ施設再配置事業
7億5,749万6千円

　地域で育まれてきた伝統芸能、若者の芸術・文化活動の
発表や本市に伝わる魅力ある文化とのふれあいなど、リナ
シティまるごと博物館事業を実施し、市民により身近に、
直接、体験していただくことにより、文化の香り高いまち
づくりを目指します。　　　									　　										【生涯学習課】

文化のまち鹿屋魅力アップ事業
730万1千円

　３年間で市内の小中学校や鹿屋女子校の各教室に電子黒
板を配備し、ＩＣＴを活用した分かりやすい授業を展開す
ることで、児童・生徒の学力向上に取り組みます。
																																																					　　　									【学校教育課】

かのやＩＣＴ教育推進事業　
1,902万1千円 　児童数の増加による教室不足を解消するため、笠野原小

学校及び寿北小学校新校舎の建設に着手します。
　また、老朽化した串良中学校の校舎改修工事の実施設計
を行い、児童・生徒の安全で安心な施設環境や快適な学習
環境の整備に取り組みます。　		　　	　									【教育総務課】

小中学校施設整備事業
5億7,060万3千円

その他の主な事業
◦ 大隅はひとつ！ 大隅広域観光推進プロジェクト事業
 1,158万1千円
◦観光・物産地域連携推進事業 2,289万7千円

◦観光振興イベント事業【拡充】 1,724万円
◦大隅総合開発期成会広域事業 203万8千円

◦戦跡保存活用事業【拡充】 608万7千円
◦イングリッシュキャンプ事業【拡充】 70万円
◦就学援助奨励事業【拡充】 1億7,759万7千円

【予算額】4億3,475万円　広域連携を積極的に推進する まちづくり

【予算額】19億3,109万3千円 　心豊かに学び、地域文化を育む まちづくり

平成29年度  施政方針と当初予算特集
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Data

新規

拡充新規

新規

新規 その他の主な事業
◦ 住みよい・住みたいまち美

うましさと

里吾平づくり推進事業
 810万2千円
◦小さな拠点モデル推進事業 681万6千円
◦ 串良地域まちづくり事業 338万6千円
◦民生児童委員協議会支援事業【拡充】 2,774万9千円
◦障がい者就労サポート事業【新規】 38万円

　施設を利用する児童の安全
安心に向けた耐震化や定員増
などの保育環境の向上を図る
ため、保育所や放課後児童ク
ラブの施設整備に助成を行い
ます。　　　 【子育て支援課】

子育て支援施設整備事業
2億615万5千円

　子育て世代をはじめ、各世代が安全で安心して暮らせる
快適な住環境づくりを進めるため、引き続き住宅の耐震化
や改修に対し補助を行います。また、耐震化をより推進す
るため、耐震改修工事補助の上限額を引き上げるとともに、
「簡易耐震化」に係る補助メニューを新設します。

　                                                                                  【建築住宅課】

鹿屋市支え愛ファミリー住宅改修
応援事業 4,812万4千円

　健康づくり条例に掲げる「協働による市民の健康づくり」
を実現するため、市が実施する健診や健康づくり教室等へ
の参加者に対して、景品等に交換することが可能となるポ
イントを付与することにより、市民自ら健康づくりに取り
組む意識の向上を図ります。　　　　              【健康増進課】

行って誘って健康づくりポイント
事業 122万5千円

　介護保険法の改正に伴い、介護予防訪問介護・通所介護
サービスを本市の実情に応じた介護予防として推進すると
ともに、シルバー人材センター等の新たな担い手による支
援サービス、介護予防のための活動支援を充実します。
　                                                                                  【高齢福祉課】

介護予防・日常生活支援総合事業
【介護保険事業特別会計】 1億3,946万8千円

　聴覚障がいによる音声言語発達等への影響を最小限に抑
えるためには、早期発見による早期療育が有効なことから、
国、県、医師会の要請を踏まえ、新生児聴覚検査費用の一
部を助成することにより、子どものよりよい成長への支援
を行います。																																																　【健康増進課】

新生児聴覚検査事業
409万4千円

市の予算は 市民１人当たりにどのように使われるの？

民生費
189,949 円
（39.4%）

子ども、高齢者、
障がい者の福祉

増進などに

総務費
50,027 円
（10.4%）

自治振興、防犯対策、
ふるさとＰＲ、情報
インフラ整備などに

教育費
47,391 円
（9.8%）

学校の管理運営や 
整備、スポーツ 

振興などに

公債費
42,051 円
（8.7%）

借りたお金の
返済に

土木費
34,380 円
（7.1%）

道路、公園、市営
住宅の整備推進に

農林水産費
27,544 円
（5.7%）

農林水産業振興
などに

衛生費
26,956 円
（5.6%）

ごみ、し尿の処理、
健康管理などに

災害復旧費
21,025 円
（4.4%）

災害復旧のために

消防費
14,400 円
（3.0%）

消防や救急業務
などに

商工費
9,706 円
（2.0%）
商工業振興、
観光振興に

議会費
2,931 円
（0.6%）

議員の報酬や
議会の運営に

労働費
592 円
（0.1%）

雇用対策などに

その他
15,535 円
（3.2%）

預貯金などに

※ 市民１人当たりの
金額は、一般会計
の歳出額を、平成
29年２月28日現在
の 人 口104,637人
で割った額。災害
復旧費は例年と比
べ、大幅に増加し
ています。

482,487円（一般会計分）■市民１人当たりの予算額 ※

【予算額】18億1,289万5千円　笑顔あふれる安心・安全な まちづくり
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拡充

拡充

新規

新規

Data

その他の主な事業
◦定住促進事業【拡充】 944万円
◦地域コミュニティ推進事業 1,749万6千円
◦空き家適正管理促進業務【拡充】 1,717万9千円
◦都市計画決定業務【拡充】 772万円

　市民生活の向上に役立ち、地
域経済の発展を支える情報通信
基盤の一層の整備充実を図るた
め、光ブロードバンドサービス
を全市域で利用できるよう民間
通信事業者と連携し、整備しま
す。　　　　　　【情報行政課】

情報インフラ整備事業　
3億1,492万3千円

　一部区間の整備後凍結されていた寿大通線の幅員の見
直し等を検討し、都市計画の変更手続きを行います。ま
た、吾平東西線については、
起点となる西側の詳細設計と
終点となる東側の歩道整備に
取り組むなど、これまで懸案
であった都市計画道路整備の
着実な事業推進に取り組みま
す。
　このほか、社会資本整備総合交付金を活用した幹線道路
等の整備を行い、生活環境の改善を進めます。		
　　　　　　　　　　　　　　【都市政策課・道路建設課】

道路整備事業　
5億4,793万2千円

　平成 28 年度に発生した熊本地震や台風 16 号災害など
から得た教訓や課題等を踏まえ、地域防災計画の見直しな
ど、災害発生からの初動体制や事後対応等の防災体制を強
化するとともに、消防団へのデジタル簡易無線機の配備な
ど、資機材も充実を図ります。　　　　　				　【安全安心課】

災害につよいまちづくり事業
1億6,358万8千円

　市営住宅のうち、譲渡可能な戸建て一般住宅の現入居者
への売却を推進するなど、市保有施設数の縮減を図ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　				【建築住宅課】

市有財産売却促進事業　
251万8千円

　５号排水路等の主要排水路の負荷軽減対策を講じるた
め、「笠野原台地雨水排水対策基本計画」を策定します。
　また、串良地区において、大雨時などの内水被害を未然
に防止するため、排水ポンプの迅速な稼働に必要な施設を
地区内２か所に整備します。　　【都市政策課・道路建設課】

総合雨水排水対策事業　
2億2,932万8千円

台風16号災害復旧に係る予算対応
　橋りょう等の一部を除き、平成28年９月に発生した台風16号災害
の本格的な復旧工事が平成29年度に行えるよう予算措置しました。
　平成28年度中に行った補正予算と、平成29年度当初予算を合わせ
ると、総額41億8,743万2千円となります。

台風16号災害復旧予算総額

41億8,743万2千円

区　分 予算額 内　容

平成28年度（①）

９月補正予算 6億200万円 市単独で早急に復旧を行う必要があるもの（道路や公園、農業関連施設、
スポーツ施設、教育施設等の倒木・土砂除去、施設修繕 など）

10月専決補正予算 5億4,910万円
災害査定前施工、応急対応工事等の災害復旧に要する経費等を緊急に措
置する必要があるもの（災害査定のための測量設計委託料、道路の倒木・
土砂除去、河川流木や橋りょう上部工の撤去工事 など）

12月補正予算 2億1,134万円 平成 28 年度内発注が可能な農地や農業施設、市道・林道等の災害復旧工事

３月補正予算 7億8,007万3千円
平成 28 年度内発注が可能、又は繰越後、平成 29 年度に完了する見込み
のもので、河川の護岸、橋りょう等の復旧工事などの他工事と関連の無
い単体で実施可能な工事

計 21億4,251万3千円
平成29年度（②） 当初予算 20億4,491万9千円 規模が大きく平成 30 年度まで工事が見込まれる橋りょう等の工事

合計（①＋②） 41億8,743万2千円
※内容は平成29年３月議会開会時点のもの

【予算額】56億8,471万1千円　安全で快適に暮らせる まちづくり

平成29年度  施政方針と当初予算特集
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利
き
茶
で
お
茶
を
楽
し
む

　

３
月
５
日
、Kキ

タ

ダ

I
T
A
D
A 

SサA

RルU
Gッ

ガ
G
A
で「
Tテ
ィ
ー
・
フ
ァ
イ
ト

-F
I
G
H
T
＠

S
A
R
U
G
G
A
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
利
き
茶
で「
か

の
や
深
蒸
し
茶
」の
お
い
し
さ
や
奥

深
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
。

　

こ
の
日
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
17
人
が
参
加
し
、
５
つ
の
お
茶

の
品
種
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
に
挑

戦
。
見
事
全
問
正
解
し
た
髙た
か

田た

彩い
ろ
あ碧
さ
ん（
寿
小
学
校
２
年
）が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
、「
旧
大
隅
線
を
走
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
隅
線
廃

線
30
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
46
人
の
参
加
者
は
、
鉄
橋

や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
大
隅
線
の
遺
構

に
立
ち
寄
っ
た
り
し
な
が
ら
、
鹿

屋
駅
跡
か
ら
高
須
駅
跡
ま
で
の
往

復
約
20
㎞
を
走
行
。
ま
た
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
終
了
後
は
記
念
駅
弁
を

楽
し
み
な
が
ら
、
鉄
道
が
あ
っ
た

30
年
前
の
風
景
を
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や
で「
第
６
回
ス
ト
リ
ー
ト
ピ

ア
ノ
で
つ
な
ぐ
祈
り
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
た
日
に
合
わ
せ
、
被
災
者
へ
の

鎮
魂
の
祈
り
を
届
け
る
た
め
に
、

鹿
屋
市
を
含
む
全
国
17
か
所
で
一

斉
に
行
わ
れ
た
も
の
。参
加
者
は
、

地
震
が
発
生
し
た
14
時
46
分
に
被

災
地
の
方
角
に
向
け
黙
祷
し
、
ピ

ア
ノ
の
調
べ
に
乗
せ
て
歌
声
を
重

ね
て
い
ま
し
た
。

鎮
魂
の
た
め
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

大
隅
線
跡
を
自
転
車
で
駆
け
抜
け
る

イベント

　

３
月
10
日
、
野
里
町
岡
泉
自
治

会
へ
の「
河
川
愛
護
団
体
知
事
表

彰
伝
達
式
」
が
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
自
治
会
が
20
年
以

上
続
け
て
い
る
、
河
川
の
除
草
や

清
掃
な
ど
河
川
愛
護
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
優
良
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

河
川
愛
護
優
良
団
体
を
表
彰

　

３
月
15
日
、「
吾
平
地
区
か
わ

ま
ち
づ
く
り
登
録
証
伝
達
式
」
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
姶
良
川
河
川
愛
護
会
等
に
よ
る

「
姶
良
川
を
活
用
し
た
か
わ
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
が
国
土
交
通
省
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

姶
良
川
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

漁
協
が
幻
の
魚
を
養
殖
・
販
売
へ

　

３
月
13
日
、
市
役
所
で
鹿
屋
市

漁
業
協
同
組
合
が
「
ア
カ
バ
ラ
」

の
養
殖
及
び
販
売
開
始
を
発
表
し

ま
し
た
。
「
ア
カ
バ
ラ
」
と
は
、
約

４
年
間
養
殖
し
て
、
体
長
60
㎝
以

上
、
体
重
約
８
㎏
に
育
て
た
巨
大

カ
ン
パ
チ
の
こ
と
で
、
脂
が
全
身

に
回
り
、
絶
妙
な
味
わ
い
が
特
徴

で
す
。

水　産河川愛護

街
みんなのイマをパシャ!!

街
みんなのイマをパシャ!!
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３
月
12
日
、
串
良
町
細
山
田
の

川か
わ

原は
ら

園ぞ
の

井い

堰ぜ
き

で
、「
柴
か
け
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
山
か
ら

切
り
出
し
た
マ
テ
バ
シ
イ
の
木

を
竹
で
縛
っ
た
柴
束
と
コ
モ（
藁わ
ら

を
織
っ
て
布
状
に
し
た
も
の
）
を

使
っ
て
川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
、

早
期
水
稲
用
の
用
水
を
確
保
す
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
約

３
５
０
年
前
か
ら
続
く
こ
の
柴
か

け
は
、
４
月
14
日
に
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で

す
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
柴
か
け

　

３
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も

つ
き
本
所
で
、
移
動
店
舗
車「
き

も
つ
き
浪ろ

漫ま
ん

号
」の
出
発
式
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
交
通
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
等
の
支
援
の
た

め
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
販

売
と
、
貯
金
の
出
し
入
れ
や
公
共

料
金
の
支
払
い
な
ど
の
金
融
機
能

を
持
つ
移
動
販
売
車
を
導
入
し
た

も
の
。
走
る
Ａ
・
コ
ー
プ
、
走
る
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
と
し
て
、
花
岡
・
古
江
・

高
隈
・
細
山
田
地
区
な
ど
同
Ｊ
Ａ

の
管
内
を
毎
週
巡
回
し
ま
す
。

　

３
月
18
日
、
市
中
央
公
民
館
で

「
鹿
屋
大
空
襲
を
聞
く
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
20

年
３
月
18
日
に
、
市
が
初
め
て
空

襲
を
受
け
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
開

催
さ
れ
た
も
の
。

　

当
日
は
旧
海
軍
鹿
屋
基
地
が
米

軍
に
空
襲
さ
れ
る
様
子
の
映
像
が

公
開
さ
れ
た
後
、
３
人
の
空
襲
体

験
者
が
登
壇
。
空
襲
の
様
子
や
戦

争
に
ま
つ
わ
る
体
験
談
に
、
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
、西
原
台
小
学
校「
台

小
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
」
の
児
童
20
人

が
関
係
者
と
と
も
に
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
２
月
に
開

催
さ
れ
た「
春
の
全
日
本
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
選
手
権
鹿
児
島
県
大
会
」

で
優
勝
し
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た

こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
繁は
ん

昌じ
ょ
う

倫と
も

義の
り

さ
ん（
同
小

学
校
６
年
）は「
全
国
大
会
で
精
一

杯
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

３
月
15
日
、
市
役
所
で「
戦
争

体
験
談
集
」
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
鹿
屋
平
和
学

習
ガ
イ
ド
・
調
査
員
連
絡
会
」
が
、

戦
争
体
験
者
な
ど
か
ら
聞
き
取
っ

た
体
験
談
な
ど
を
冊
子
に
ま
と

め
、
市
教
育
委
員
会
に
寄
贈
し
た

も
の
。
同
会
会
長
の
迫
睦む
つ
こ子
さ
ん

は「
戦
争
体
験
者
が
減
少
し
、
作

る
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な

今
だ
か
ら
こ
そ
記
録
を
残
し
た
。

市
内
の
児
童
生
徒
に
伝
え
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
関
係
者
が
市
役
所
を
訪
れ
、
交

通
標
識
入
り
の
定
規
１
，０
８
５

本
を
、
市
内
の
各
小
学
校
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
協
会
が

平
成
２
年
度
か
ら
毎
年
、
県
下
全

域
の
小
学
校
の
新
入
学
児
童
に
配

布
し
て
い
る
も
の
。
同
協
会
の
中

村
利
秋
会
長
は
「
よ
く
使
う
学
用

品
で
交
通
標
識
や
交
通
ル
ー
ル
を

覚
え
て
も
ら
い
、
新
入
生
の
交
通

事
故
の
未
然
防
止
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
便
利
を
届
け
る

地　域

戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

戦
争
の
記
録
を
後
世
に
残
す

講　演

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て

来　訪

寄　贈

11  Kanoya City Public Relations



To The Next Stage
今年度も活動を継続する市の地域おこし協力隊員
半
はん

田
だ

	あかり 隊員 （かのやオフィシャルリポーター）
木
き

下
した

	栞
かん

菜
な

 隊員 （スポーツコミッションマネージャー）
田
た

尻
じり

	ゆう子 隊員 （マチのファンづくり仕掛け人）
福
ふく

元
もと

	康
やす

洋
ひろ

 隊員 （輝北町特産品開発推進員）
山
やま

本
もと

	恵
けい

士
し

 隊員 （かのや畜産応援隊）

井
い

本
もと

	佳
か

奈
な

 隊員 （かのや畜産応援隊）

松
まつ

本
もと

	功
こう

次
じ

郎
ろう

 隊員 （日本一のふるさと教え隊）

　「地域おこし協力隊」は、総務省が平成21年度から行っている事

業で、過疎化や人口減少などの進行が著しい市町村が、都市部に

住む人材を積極的に誘致し、新たな発想・能力を地域づくりに発揮

してもらい、将来的に定住・定着を図っていく取り組みで、鹿屋市

では平成26年度から実施しています。

　具体的には、地方自治体が都市住民を受け入れ、「地域おこし協

力隊員」として委嘱し、新たな視点で地域活性化につながる事業の

企画や運営、農林漁業の応援など各種の地域活動に従事しながら、

地域への定住・定着を図っていくものです。

　平成26年度から地域おこし協力隊員として地域のために尽力し

てくださった青木敬介さん、新美了
さとし

さん、繁昌孝充さんの３人が

３月31日で任期を終えたことから、これまでの活動や思い出を振り

返ってもらいました。

問市地域活力推進課（３階）　☎0994-31-1147

３人の地域おこし協力隊員が卒業

次なるステージへ
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任期中に手掛けた主な仕事
　

さ
ら
に「
神
野
地
区
の
活
性
化
」
の
た
め
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
の
大
会
や
吾
平
中な
か

岳た
け

と
４

つ
の
滝
を
舞
台
に
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
催
し
た
ほ
か
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流

の
場「
コ
ミ
ス
ポ
あ
い
ら
」
や
居
住
体
験
住
宅

「
吾あ
い
ら
い
く

楽
暮
」な
ど
も
手
掛
け
ま
し
た
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
一
番
重
要
な
使
命
は
地
域
に
人
を

呼
ぶ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
居
住
体
験

住
宅
に
は
特
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
以
前「
吾

楽
暮
」
を
利
用
し
た
人
が
、
今
月
初
め
て
吾
平

に
移
住
し
て
き
た
の
で
す
が
、
と
て
も
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

Q
都
会
か
ら
鹿
屋
市
に
移
住
し
て
戸
惑

い
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

A
大
阪
で
生
ま
れ
て
か
ら
、
鹿
屋
市
に

移
住
し
た
52
歳
ま
で
、
大
阪
以
外
に

ほ
と
ん
ど
住
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
串
良
町
が
母
の
出
身
地
で
、
小
さ
い
頃
は

毎
年
の
よ
う
に
祖
父
母
の
家
に
遊
び
に
来
て
い

た
の
で
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
も

無
く
移
住
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q
任
期
中
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

A
私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
吾
平
地
区
の
情
報

発
信
と
販
路
開
拓
」
で
し
た
。
そ
の
中
で
最
初

に
携
わ
っ
た
仕
事
が
、
吾あ
い
ら平
山さ
ん
り
ょ
う

上
陵
に
祭
ら
れ

て
い
る
神
様
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
う
が
や
く
ん
」
の
活
用
で
し
た
。
市
内

や
近
隣
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加

し
た
り
し
た
結
果
、今
で
は
知
名
度
が
上
が
り
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
吾
平
の
子
ど
も
た
ち
に
普
段
聞
け
な
い

話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
大
き
な
夢
を
描
い
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
で「
美う
ま
し
さ
と
あ
い
ら

里
吾
平
塾
」
と
い
う

講
座
を
始
め
ま
し
た
。
知
り
合
い
の
国
立
天
文

台
の
教
授
に
お
願
い
し
て
宇
宙
に
関
す
る
講
演

会
を
開
催
し
た
り
し
た
ほ
か
、
史
跡
め
ぐ
り
や

伝
統
文
化
の
体
験
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
が
地
域
を
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

Q
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

く
予
定
で
す
か
。

A
先
日
鹿
屋
市
内
で
２
つ
の
会
社
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
１
つ
目
は
設
計
事
務
所
で
す
。

吾
平
町
出
身
の
経
営
者
の
方
と
の
出
会
い
が
き
っ

か
け
で
立
ち
上
げ
た
会
社
で
、
将
来
的
に
は
事
業

を
拡
大
し
て
、
地
元
の
高
校
生
の
雇
用
の
受
け
皿

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、鹿
屋
・

大
隅
の
人
・
も
の
を
大
阪
を
中
心
に
関
西
方
面
へ

繋
げ
て
い
く
会
社
で
す
。
大
阪
で
の
人
脈
を
生
か

し
て
、
鹿
屋
・
大
隅
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
忙
し
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
１
年
が
勝
負
だ
と
思
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

２
つ
の
会
社
で

鹿
屋
・
大
隅
を
応
援
し
た
い

▲ 利用者が快適に過ごせるように、内装
等にこだわった居住体験住宅「吾楽暮」

▲ 様々なイベントにうがやくんと一緒に
参加し吾平をＰＲ

▲ 子どもたちに大きな夢を描いてほしい
と始めた「美里吾平塾」

青
木  

敬
介
さ
ん

　　　　あおき けいすけ（54歳）
　　　　大阪府出身　

関
かんせいがくいん

西学院大学を卒業後、商社勤務などを経
たのち、大阪市で飲食店を16年間経営。平成
26年７月から鹿屋市地域おこし協力隊に着任

Profile
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任期中に手掛けた主な仕事同
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い
ま
す
。

Q
仕
事
以
外
で
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

A
よ
く
妻
と
二
人
で
浜
田
海
岸
で
読
書

を
し
て
い
ま
す
。
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン

以
外
は
人
も
少
な
く
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
海
を

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
の
よ
う
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
鹿
屋
な
ら
で
は
の
贅ぜ
い

沢た
く

だ
と
思

い
ま
す
。

Q
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

く
予
定
で
す
か
。

A
先
日「
㈱
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」
と
い
う

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。「
地
域
の
第

Q
鹿
屋
市
に
移
住
し
て
ど
ん
な
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
か
。

A
鹿
屋
・
大
隅
は
、
第
一
次
産
業
と
そ
れ
に

関
連
す
る
産
業
の
産
出
額
が
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
も
情
熱
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
非
常
に
可
能
性
を
秘
め

た
地
域
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。し
か
し「
戦
略
」・

「
企
画
」
と
い
っ
た
分
野
は
未
着
手
で「
も
っ
た
い

な
い
！
」
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
前
職
で
専
門
と

し
て
い
た「
事
業
戦
略
・
企
画
立
案
及
び
推
進
」と

い
う
経
歴
が
生
か
せ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

Q
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

A
前
職
の
専
門
領
域
を
生
か
し
て
、
特
に

深
く
関
わ
っ
た
の
が「
か
の
や
カ
ン
パ

チ
」に
関
す
る
仕
事
で
す
。
若
手
生
産
者
と
漁
師

の“
あ
る
べ
き
姿
”
に
つ
い
て
徹
底
的
に
議
論
を

重
ね
、
そ
れ
に
基
づ
く
、
目
標
設
定
や
販
売
・
Ｐ

Ｒ
戦
略
等
を
策
定
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
が

現
在
市
民
の
皆
さ
ん
に
認
知
さ
れ
て
い
る
カ
ン

パ
チ
ジ
ャ
ッ
ク（
カ
ン
パ
チ
つ
か
み
取
り
）、
ダ
ン

ス
、
ソ
ン
グ
な
ど
の「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
フ
ァ
ン

拡
大
活
動
」に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

先
月
東
京
都
で
行
わ
れ
た「
全
国
青
年
・
女
性

漁
業
者
交
流
大
会
」で
、
鹿
屋
市
漁
協
青
年
部
が

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
フ
ァ
ン
拡
大
活

動
」
が
全
国
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
、
嬉
し
さ
を

感
じ
た
反
面
、
今
後
の
仕
事
で
も
今
ま
で
以
上

に
斬
新
な
企
画
提
案
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

一
次
産
業
に
も
っ
と
光
を
当
て
た
い
！
」
と
い

う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
た
会
社
で
す
。
主
な

業
務
内
容
は
、第
一
次
産
業
に
関
連
す
る
企
業
、

団
体
等
の
事
業
支
援（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

で
す
。
問
題
把
握
、
目
標
設
定
、
事
業
戦
略
だ

け
で
な
く
、
資
金
調
達
、
商
品
開
発
、
販
路
開

拓
な
ど
様
々
な
分
野
で
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
支

援
し
ま
す
。

　

お
客
様
と
と
も
に
悩
み
、
考
え
、
実
行
す

る
。
お
客
様
の
進
む
べ
き
道
の
半
歩
前
、
一
歩

前
を
照
ら
せ
る
よ
う
な
会
社
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　にいみ さとし（33歳）
　　　　山口県出身　

東京農業大学を卒業後、㈱NTTデータに勤務。
平成26年８月から鹿屋市地域おこし協力隊
に着任

Profile

▲ 「カンパチdeリゾット」、「かのや豚ばら
丼」のＰＲパンフレットの作成

▲ シンガポールでの「かのやカンパチ」、
「深蒸し茶」、「紅はるか」の商談

▲ 企画、準備、実行などすべてにおいて
携わった「カンパチジャック」

可
能
性
を
秘
め
た
鹿
屋
・
大
隅
の

第
一
次
産
業
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
！

新
美  

了
さ
ん
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任期中に手掛けた主な仕事 組
み
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
い
う
皆
さ
ん
の
気

持
ち
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
の
台
風
16
号
の
被
害
も
大
き
な

出
来
事
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
こ
れ
ほ
ど
大
き
な

台
風
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
見
慣
れ
た
光

景
が
こ
こ
ま
で
変
貌
し
て
し
ま
う
の
か
と
い
う

こ
と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。
復
旧
に
向
け
て
活

動
を
行
う
中
で
「
大
量
の
流
木
で
何
か
作
れ
な

い
か
」
と
い
う
相
談
を
受
け
て
作
っ
た
製
品
が

「
タ
カ
ク
マ
ト
ー
チ
」
で
す
。
商
店
街
で
行
わ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
、
売
り
上
げ
の

一
部
を
高
隈
の
復
興
の
た
め
に
寄
付
を
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
都
会
か
ら
鹿
屋
市
に
移
住
し
て
戸
惑

い
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

A
鹿
屋
市
は
父
の
出
身
地
で
、
祖
父
母

の
家
が
有
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
毎
年

の
よ
う
に
訪
れ
て
い
た
の
で
、
よ
く
知
っ
て
い

る
場
所
で
し
た
。
ま
た
前
職
で
地
方
に
住
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
住
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q
任
期
中
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

A
私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
高
隈
地
区
の
活
性
化
」

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
地
域
に
馴
染
む
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
、
１
年
目
は
地
区
の
夏
祭
り

や
鈎か
ぎ

引
き
祭
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
翌
年
に
は「
高
隈
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
協
議
会
の
部
会
の
中
の

観
光
ツ
ア
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
に
任
命

さ
れ
、
虫
採
り
な
ど
の
高
隈
の
自
然
を
体
験
す

る
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
り
、
谷
田
の
滝
や
観か
ん
の
ん
ぶ
ち

音
淵

な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
木
工
技
術
を

生
か
し
て
看
板
な
ど
の
製
作
も
行
い
ま
し
た
。

　

３
年
間
の
一
番
の
思
い
出
は
、
高
隈
の
３
つ

の
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

か
の
や
夏
祭
り
に
仮
装
し
て
参
加
し
た
こ
と
で

す
。
最
初
の
年
は
東
京
か
ら
メ
イ
ク
の
講
師
を

呼
ぶ
な
ど
、
私
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
等
を
し

た
の
で
す
が
、
翌
年
に
は
、
前
年
の
参
加
者
が

中
心
と
な
っ
て
メ
イ
ク
講
座
を
行
い
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
取
り

Q
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

く
予
定
で
す
か
。

A
大
隅
の
魅
力
の
一
つ
に
、
国
立
公
園

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
雄
大
な
自
然

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
自
然
を
多
く
の
人
に
体
験

し
て
い
た
だ
き
知
っ
て
も
ら
う
事
業
を
行
う
会

社
を
先
日
鹿
屋
市
内
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地

方
都
市
で
あ
る
鹿
屋
の
中
で
も
、
ま
ち
の
中
心

に
は
自
然
と
人
が
集
ま
り
ま
す
が
、
郊
外
は
ど

ん
ど
ん
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
行

う
事
業
で
郊
外
か
ら
鹿
屋
を
盛
り
上
げ
て
、
や

が
て
大
隅
全
体
を
活
性
化
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　はんじょう たかみつ（31歳）
　　　　神奈川県出身　

兵庫県の神戸洋家具の職人のもとで修行した
のち、山梨県内の森林組合に勤務。平成26
年４月から鹿屋市地域おこし協力隊に着任

Profile

▲ 台風の流木を活用した「タカクマトーチ」
の製作・販売

▲木工技術を生かした看板の製作

▲ 高隈を訪れた観光客をおもてなし

郊
外
か
ら
鹿
屋
を
盛
り
上
げ
て

大
隅
半
島
全
体
を
活
性
化
し
た
い

繁
昌  

孝
充
さ
ん
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⃝�6/4（日）までの期間、年間パスポートを
　キャンペーン価格で販売します。
　◦一般：1,800円→1,240円
　◦小・中・高校生：310円→210円
⃝年間パスポート所持者限定で
　「夜のかのやばら園撮影会」を行います。
　◦日時＝5/17（水）～ 21（日）　18:00 ～ 21:00

年間パスポートのご案内

　春のばら祭りは、４月29日から６月４日までの37日間開催されます。
　グランドオープンから11年目を迎え、新たなスタートを切った今年のばら祭りのテーマは「Re:New	plus	1～Pink～」。
　色とりどりのバラとその香りをご堪能ください。	 問かのやばら園　☎0994-40-2170

昨年の春のばら祭りでは、「かのやばら園」と「フラワー
パークかごしま」（指宿市）で、年間パスポートを相互
利用することができましたが、今年は「plus1」で、「フロ
ーランテ宮崎」（宮崎市）も加わりました。
「かのやばら園」、「フラワーパークかごしま」、「フローラ
ンテ宮崎」、それぞれの年間パスポートで、他の２園
にも入園することができます。

鹿屋市出身の人気お笑い芸人「サンシャイン池崎」が
故郷に“Re”turnします。ハイテンションのお笑いライ
ブで盛り上げてくれること間違いなしです。

今年は初めてテーマカラーを「ピンク」とし、ピンクリボン
啓発イベントでは、セルフチェック体験や、検診車で
の乳がん検診などを実施します。他のイベント、体験
講座なども、ピンクを意識して行いますので、園内で「ピ
ンク」を探してみてください。

垂水港 ⇔ かのやばら園
臨時シャトルバス

鹿屋バス停⇔ 
かのやばら園 路線バス

ばら祭り期間中（4/29 ～ 6/4）の土・日・祝日のみ運行 ばら祭り期間中 (4/29 ～ 6/4) は毎日運行

垂水港発 鹿屋
バス停発

かのや
ばら園着

かのや
ばら園着

��9：40　→　10：20
11：20　→　12：00

11：10　→　11：27
14：00　→　14：17

垂水港着 鹿屋
バス停着

かのや
ばら園発

かのや
ばら園発

13：40　→　14：20
15：20　→　16：00

14：45　→　15：04
17：00　→　17：19

垂水港

かのや
ばら園

▼
鹿屋
バス停
かのや
ばら園

▼

垂水港

かのや
ばら園

▼ 鹿屋
バス停

かのや
ばら園

▼

バラの専門家によるガーデンツアーをはじめ、市民
の皆さんが参加して行うステージや音楽ライブ、体
験講座・販売など、土・日曜日、祝日を中心に、子
どもから大人まで楽しめる催しが盛りだくさんです。

他にもイベントが盛りだくさん入園料 ◦一般：620円　◦小・中・高校生：110円
※4/28（金・オープニング前日）は無料入園日
※5/5（金・祝）は、高校生以下の人は無料で入園できます

開園時間 9：00～18:00（ばら祭り期間中は無休）
※夜間イベント実施時は開園時間を延長

かのや
ばら祭り
2017春

~Pink～

百万本のばらに抱かれ、癒される
4/29［SAT］〜6/4［SUN］

Re

New

plus 1
私たちも皆さんのお越しをお待ちしています!!

バス運賃
大人 670円  小人 340円

バス運賃
大人 280円  小人 140円
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～今回の注目情報はこの３つ～

情報掲示板
KAN0YA
Information

KANOYA

Information

ピックアップ
インフォメーション

「
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
」
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
者
を
募
集

〈
国
民
健
康
保
険
〉

◎	

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人

○	

受
診
日
現
在
、
30
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
○	

平
成
28
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人
で
、

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
の
提
供

に
承
諾
で
き
る
こ
と

◎
定
員

○
一
般
ド
ッ
ク
＝
３
２
５
人

○
脳
ド
ッ
ク
＝
90
人

○
が
ん
ド
ッ
ク
＝
40
人

〈
後
期
高
齢
者
医
療
〉

◎	
対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人

○	

受
診
日
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

○	

平
成
28
年
度
分
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
で
、

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
の
提
供

に
承
諾
で
き
る
こ
と

◎
定
員

○
一
般
ド
ッ
ク
＝
75
人

○
脳
ド
ッ
ク
＝
30
人

○
が
ん
ド
ッ
ク
＝
15
人

〈
共
通
事
項
〉

◎
助
成
額

○
一
般
ド
ッ
ク
＝
１
６
，
５
０
０
円

○
脳
ド
ッ
ク
＝
１
８
，
０
０
０
円

○
が
ん
ド
ッ
ク
＝
５
０
，
０
０
０
円

◎	

実
施
期
間
＝
７
月
１
日（
土
）
～

平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

◎	

応
募
方
法
＝
健
康
保
険
被
保
険
者

証
及
び
印
鑑
を
直
接
持
参

◎	

応
募
期
間
＝
５
月
９
日（
火
）
～

31
日（
水
）

◎
そ
の
他

○	

一
般
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
が
ん

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択

○	

定
員
を
超
え
た
場
合
、
昨
年
度
の

未
受
診
者
を
優
先
し
、
残
り
の
定

員
は
抽
選

○	

人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
・
長
寿
健
診

の
重
複
受
診
は
不
可

問	

市
健
康
保
険
課（
１
階
⑤
・
⑥
番

窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

　

各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」を 

募
集

◎	

活
動
内
容
＝
市
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
へ
の
協
力

○	

モ
ニ
タ
ー
の
種
類
＝
郵
送
モ
ニ

タ
ー
（
郵
送
に
よ
る
回
答
）、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
（
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
回
答
）

◎	

任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日（
日
）ま
で

※
２
年
以
内

◎	

対
象
者
＝
４
月
１
日
現
在
で
満
18

歳
以
上
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

○	

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○	

市
外
居
住
者
で
、
市
内
に
通
勤
又

は
通
学
す
る
人

○	

市
外
又
は
県
外
に
在
住
す
る
鹿
屋

市
出
身
者

◎	

定
員
＝
２
０
０
人
以
内

◎	

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

希
望
す
る
モ
ニ
タ
ー
の
種
類（
郵

送
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）・
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
直
接
持
参

す
る
か
、
郵
送
、
メ
ー
ル
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
希
望
す
る
人

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
記
入

◎	

応
募
期
限
＝
５
月
12
日（
金
）

◎	

そ
の
他
＝
決
定
の
連
絡
は
、
６
月

以
降
に
郵
送
で
通
知

問	

市
政
策
推
進
課（
３
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
２

　

℻
０
９
９
４ｰ	

43	ー

６
８
２
１

　

seisaku@
e-kanoya.net

募
集
・
申
請

☎

市政モニターを募集

ご意見をお聞かせください

18ページ

70歳以上の県民は県内
７施設の入場料が無料

20ページ

この機会にぜひご利用ください

22ページ

平成30年成人式は
平成30年１月６日（土）

例年と曜日が異なります

Pick up
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情報掲示板
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住
宅
耐
震
化
や
リ
フ
ォ
ー

ム
に「
支
え
愛
フ
ァ
ミ
リ
ー

住
宅
改
修
応
援
事
業
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い

◎	

内
容

※	

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
又
は

着
工
し
た
住
宅
の
改
修
工
事
等
に

つ
い
て
は
、
事
前
の
耐
震
診
断
に

よ
る
耐
震
性
の
確
認
が
必
要

※	

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
子

育
て
世
帯
で
、
３
世
代
以
上
で
同

居
し
て
い
る
世
帯
に
は
助
成
額
の

上
乗
せ
有
り

◎	

対
象
者
＝
市
内
に
居
住
及
び
住
民

登
録
し
て
お
り
、
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

◎	

施
工
業
者
＝
市
内
に
本
社
、
支
社
、

営
業
所
等
を
有
す
る
法
人
又
は
市

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
業
者

◎	

事
前
申
込（
１
次
）

○	

期
間
＝
５
月
12
日（
金
）・
15
日

（
月
）
～
17
日（
水
）

○	

時
間
＝
９
時
～
12
時
、
13
時
～
17

時
○	

場
所
＝
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議

室
○	
申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
市
建
築
住
宅
課
・
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課
に
あ
る
申
込
書
類
を

直
接
持
参

※
申
込
多
数
の
場
合
は
後
日
抽
選

※	

申
込
が
予
定
件
数
に
達
し
な
い
場

合
は
、
６
月
１
日（
木
）
か
ら
事

前
申
込（
２
次
）を
受
付

◎	

そ
の
他
＝
施
工
業
者
向
け
の
事
業

内
容
説
明
会
を
４
月
27
日（
木
）

10
時
30
分
か
ら
市
役
所
７
階
大
会

議
室
で
開
催

問	

市
建
築
住
宅
課（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
９

市
民
活
動
支
援
事
業
の 

企
画
案
を
募
集

◎	

対
象
事
業
＝
地
域
社
会
の
課
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
次
の
事
業

○	

市
内
で
実
施
さ
れ
、
活
動
の
主
な

効
果
が
市
内
で
生
じ
る
事
業

○	

市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
か
つ
主

体
的
に
取
り
組
み
、「
新
た
に
行

う
活
動
」
で
継
続
性
が
見
込
ま
れ

る
事
業

※
次
の
事
業
は
補
助
対
象
外

○
調
査
や
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る

事
業

○	

団
体
の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
等

の
建
設
及
び
整
備
を
目
的
と
す
る

事
業

○	

国
・
県
又
は
市
の
他
の
制
度
に
よ

る
委
託
又
は
補
助
・
助
成
を
受
け

て
い
る
、
又
は
受
け
る
見
込
み
の

あ
る
事
業

◎	

対
象
団
体
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
団
体

○	
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
っ
て
お
り
、

市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
市

民
活
動
団
体
で
あ
る
こ
と

○	

５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
、
活

動
を
継
続
で
き
る
体
制
を
も
っ
て

い
る
こ
と

○	

団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
又
は

会
則
等
が
あ
る
こ
と

○	

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
目
的
と

し
た
団
体
で
は
な
い
こ
と

○	

団
体
が
法
人
の
場
合
は
市
税
の
滞

納
が
無
い
こ
と

○	

そ
の
他
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
活

動
を
し
て
い
な
い
こ
と

◎	

補
助
金
額
＝
補
助
対
象
経
費
の

５
分
の
４
以
内
の
額（
上
限
50
万

円
）。
採
択
回
数
に
よ
っ
て
補
助

率
に
違
い
有
り

◎	

実
施
期
間
＝
補
助
金
の
交
付
決
定

日（
６
月
下
旬
頃
）
か
ら
平
成
30

年
３
月
11
日（
日
）ま
で

◎	

応
募
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
市
地
域
活
力
推
進
課
、
各
総
合

支
所
に
あ
る
応
募
用
紙
を
直
接
持

参
又
は
郵
送

◎	

応
募
期
限
＝
５
月
９
日（
火
）

問
市
地
域
活
力
推
進
課（
３
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
４
７

大
隅
地
域
助
産
師
奨
学
生

を
募
集

◎	
対
象
者
＝
助
産
師
養
成
施
設
に
在

学
中
の
人
で
、
助
産
師
養
成
施
設

を
卒
業
後
、
直
ち
に
大
隅
地
域
の

分
娩
を
取
り
扱
う
医
療
機
関
で
助

産
師
と
し
て
業
務
に
従
事
す
る
意

志
が
あ
る
人

◎
定
員
＝
２
人

◎
貸
与
額
＝
月
額
15
万
円
以
内

◎
貸
与
期
間
＝
協
議
会
会
長
が
定
め

　

る
開
始
月
か
ら
助
産
師
養
成
施
設

　

の
卒
業
月
ま
で

※	

最
長
２
年
間
。
休
学
・
停
学
期
間

は
貸
与
休
止

◎
返
還
免
除
＝
助
産
師
養
成
施
設
を

　

卒
業
後
2
年
以
内
に
助
産
師
の
免

　

許
を
取
得
し
、
直
ち
に
助
産
師
と

　

し
て
大
隅
地
域
の
分
娩
を
扱
う
民

　

間
医
療
機
関
に
５
年
間
勤
務
し
た

　

場
合
は
奨
学
資
金
の
返
還
を
全
額

　

免
除
。
５
年
に
満
た
な
い
場
合
は

　

勤
務
期
間
に
応
じ
て
一
部
免
除

※	

免
除
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

場
合
は
返
還

◎	

返
還
期
間
＝
原
則
10
年
以
内（
月

払
い
又
は
半
年
払
い
）

◎	

応
募
方
法
＝
事
務
局
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
等
を
記

入
の
う
え
、
直
接
持
参
又
は
郵
送

◎	

応
募
期
限
＝
５
月
１
日（
月
）

問	

大
隅
４
市
５
町
保
健
医
療
推
進
協

議
会
事
務
局（
市
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
内
）

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
０
７

　

鹿
屋
市
北
田
町
11ｰ

６

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

▲ 補助金を利用した事業（町内会が実
施した地域産品即売会）

対象住宅 内容 助成上限額
昭和56年６月
以降に建築又は
着工した住宅

住宅改修（リフォーム）費用の一部を助成 20万円

昭和56年５月
以前に建築又は
着工した住宅

耐震診断費用の一部を助成 10万円

簡易耐震改修工事費用の一部を助成 40万円

耐震改修工事費用の一部を助成 82万2,000円
住宅改修（リ
フォーム）
費用の一部
を助成

耐震性を有する住宅又は簡易
耐震改修工事を行う住宅 20万円

耐震改修工事を行う住宅 30万円
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「
地
域
６
次
産
業
化
推
進
事

業
補
助
金
」を
ご
活
用
く
だ

さ
い

◎	

内
容

◎	

申
請
方
法
＝
窓
口
又
は
電
話
で
確

認
◎	

そ
の
他
＝
予
算
額
に
達
し
次
第
受

付
終
了

問	

市
産
業
振
興
課（
２
階
）　

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
８
０

「
平
成
29
年
度
肝
属
地
区
環

境
ふ
れ
あ
い
館
前
期
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集

◎	

内
容
等

◎	

対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

※	

№
１
・
№
２
・
№
４
・
№
６
は
親

子
の
み
受
講
可
能

※	

№
３
～
№
５
、
№
７
～
№
９
は
団

体
で
の
受
講
可
能

◎	

受
講
料
＝
無
料

※
材
料
費
が
必
要
な
講
座
有
り

◎	

応
募
方
法
＝
直
接
来
館
又
は
電
話

で
応
募
す
る
か
、
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記

入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ

※	

№
１
、
№
２
、
№
６
は
当
日
先
着

順
に
受
付

問	

肝
属
地
区
環
境
ふ
れ
あ
い
館　

　

☎
０
９
９
４ｰ

62ｰ

８
１
０
１

　

℻
０
９
９
４ｰ

62ｰ

８
１
０
２

「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成

講
座
」の
受
講
者
を
募
集

◎	

内
容
＝
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理

す
る「
お
も
ち
ゃ
の
お
医
者
さ
ん
」

の
養
成
講
座

◎	

日
時

○	

基
礎
編
＝
５
月
13
日（
土
）・
14
日

（
日
）　

10
時
～
12
時

○	
実
習
編
＝
５
月
27
日（
土
）・
28
日

（
日
）　

10
時
～
12
時

◎	

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

福
祉
プ
ラ
ザ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

◎	

定
員
＝
各
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◎	

申
込
方
法
＝
直
接
来
所
又
は
電
話

◎
申
込
期
限
＝
４
月
28
日（
金
）

問
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

２
９
５
１

70
歳
以
上
の
人
は 

無
料
で
入
場
で
き
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
70
歳
以
上
の
県

民
の
人
は
、
次
の
７
施
設
の
常
設
展

入
場
料
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
各
施
設
の
窓
口

で
、
年
齢
と
住
所
が
分
か
る
書
類
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎	

対
象
施
設

○ 

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
県

立
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

（
鹿
児
島
市
）

○ 

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま（
指

宿
市
）

○
上
野
原
縄
文
の
森（
霧
島
市
）

○
霧
島
ア
ー
ト
の
森（
湧
水
町
）

○ 

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

（
屋
久
島
町
）

○
奄
美
パ
ー
ク（
奄
美
市
）

問�

県
長
寿
・
生
き
が
い
推
進
室

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
５
６
８

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

手
当
月
額
が
改
定
さ
れ
ま

し
た

　

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
及
び
福
祉
手
当（
経
過
措
置
分
）

の
手
当
月
額
が
、
４
月
分
か
ら
次
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎	

改
定
後
の
手
当
月
額

○
特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
　
　
　

＝
２
６
，
８
１
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
　
　
　

＝
１
４
，
５
８
０
円

○
福
祉
手
当（
経
過
措
置
分
）

　
　
　
　
　
　

＝
１
４
，
５
８
０
円

問�

県
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
７
４
６

鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に 

触
れ
る
と
危
険
で
す

　

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
鯉
の
ぼ

り
は
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
安
全
な

場
所
に
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と

せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社
鹿
屋
営
業
所

　

☎
０
１
２
０ｰ

９
８
６ｰ

８
０
６

お
知
ら
せ

№ 講　座　名 日　程 時　間 定員 応募期限
1 子どもの日ワークショップ 4/28（金）～ 5/5（金）  9:00 ～ 17:00 20人

当日受付
2 母の日ワークショップ 5/  6（土）～ 14（日）  9:00 ～ 17:00 20人
3 ハギレで作ろう！移動ポケット 5/11（木）  9:00 ～ 12:00 ５人

4/30
（日）4 木工講座～踏み台作り 5/21（日）  9:30 ～ 12:00 ３組

5 木工＆布ぞうり～編み台作りから編み方まで 5/31（水）  9:00 ～ 15:00 ５人
6 父の日ワークショップ 6/  9（金）～ 18（日）  9:00 ～ 17:00 20人 当日受付
7 やさしいパッチワーク講座（３回講座） 6/15（木）・22（木）・29（木）  9:00 ～ 11:30 10人

5/31
（水）8 ぼかし肥料作り 6/18（日） 10:00 ～ 11:00 10人

9 思い出のある服で裂き織り作り（３回講座） 6/24（土）・7/8（土）・22（土）  9:30 ～ 12:00 ８人
※自転車整備・布ぞうり作り・廃食油石けん作り・新聞紙エコバッグ作りなどの講座も随時実施

№ 事業名 事業内容 対象者 補助率 補助上限額

1 売れる商品づ
くり応援事業

商 品 の 開 発、 品
質 向 上 及 び 技 術
開 発 に 要 す る 経
費を補助

地域資源を活用した
商品開発に取り組む
個人又は団体

対象経費の
1/2以内

50万円
（ 大隅加工技術研究

センターを活用し
た場合は100万円）

2
かのや逸品ビ
ジネスマッチ
ング支援事業

商 品 の 販 路 開 拓
に必要な展示会、
商 談 会 等 へ の 参
加経費を補助

地域資源を活用した
商品の販路開拓に取
り組む個人又は団体

対象経費の
1/2以内

国内＝ ８万円
国外＝20万円

3
商品開発プロ
ジェクト活動
支援事業

商 品 の 開 発 や 販
路 開 拓 を 行 う た
め の 組 織 の 活 動
経費を補助

地域資源を活用した
商品開発や販路開拓
に取り組む、３者以
上で構成する組織

対象経費の
8/10以内 30万円

Pick up
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小
型
浄
化
槽
の
設
置
の
際

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
及
び
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

の
実
施
区
域
外
に
あ
る
住
宅
に
対
し
、

家
庭
雑
排
水（
台
所
･
風
呂
・
洗
濯

等
）
と
し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄

化
槽（
合
併
処
理
）
を
設
置
す
る
場

合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◎	

補
助
対
象
の
浄
化
槽
及
び
補
助
額

※	

単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
を
伴
う

場
合
は
、
撤
去
費
と
し
て
10
万
円

を
上
限
に
加
算

◎	

算
定
基
準

○	

５
人
槽
＝
延
べ
床
面
積
が
１
３
０

㎡
以
下
の
住
宅

○	

７
人
槽
＝
延
べ
床
面
積
が
１
３
０

㎡
を
超
え
る
住
宅

○	

10
人
槽
＝
浴
槽
が
複
数
あ
る
住
宅

「
母
の
日
」に
合
わ
せ
て 

回
数
券
を
販
売
し
ま
す

　

５
月
14
日（
日
）
の
母
の
日
に
合

わ
せ
て
、
バ
ラ
の
シ
ャ
ン
プ
ー
が
付

い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
回
数
券
を
販
売

し
ま
す
。

◎	

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
回
数
券

○
プ
ー
ル
・
多
目
的
温
泉
施
設
回
数

　

券
11
枚
つ
づ
り
＝
３
，
１
０
０
円

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
回
数
券
11
枚

　

つ
づ
り　
　
　

＝
３
，
１
０
０
円

○
共
通
回
数
券
11
枚
つ
づ
り

　
　
　
　
　
　
　

＝
５
，
１
０
０
円

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
利
用
は
、

　

事
前
に
体
力
測
定
が
必
要

◎	

受
付
期
間
＝
４
月
28
日（
金
）
～

５
月
14
日（
日
）　

15
時
ま
で

◎
受
渡
期
間
＝
５
月
13
日（
土
）・

　

14
日（
日
）

◎	

受
渡
場
所
＝
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
受
付

問
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増
進
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

52ｰ

０
０
５
２

※	

居
住
人
数
に
見
合
う
浄
化
槽
に
変

更
で
き
る
場
合
有
り

◎	

そ
の
他
＝
予
算
の
範
囲
内
で
実
施

す
る
た
め
今
年
度
の
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
終
了

問
市
上
下
水
道
部
下
水
道
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
３

排
水
管
の
訪
問
業
者
に 

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

宅
内
の
排
水
管
を
調
査
・
点
検
し
、

「
だ
い
ぶ
汚
れ
て
い
る
の
で
詰
ま
る

お
そ
れ
が
あ
る
」
な
ど
と
言
葉
巧
み

に
清
掃
、
修
理
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

　

家
庭
の
排
水
設
備
は
、
詰
ま
る
こ

と
が
無
い
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
支
障
の
無
い
限
り
清
掃
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
職
員
が
突
然
訪
問
し
て
簡
単

な
検
査
や
排
水
管
な
ど
を
点
検
を
し

た
り
、
清
掃
を
勧
め
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

問	

市
上
下
水
道
部
下
水
道
課

　

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ
１
１
３
３

下
水
道
へ
の
接
続
を 

お
願
い
し
ま
す

　

公
共
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
向

上
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
目

的
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
排
水
処

理
が
で
き
る
区
域
の
人
で
、
公
共
下

水
道
へ
未
接
続
の
人
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
の
既
存
住
宅
で
供
用

開
始
３
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
排
水
設

備
工
事
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎	

補
助
金
額（
住
宅
１
棟
当
た
り
）

問	

市
上
下
水
道
部
下
水
道
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
３

「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運

動
」を
実
施
し
て
い
ま
す

　

農
作
業
事
故
は
農
繁
期
に
多
発
す

る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
４
月
か
ら
６

月
ま
で
の
３
か
月
間
、「
春
の
農
作

業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
を
実
施
し
、
農

作
業
事
故
の
未
然
防
止
を
広
く
県
民

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は
農
作
業
中
の
死
亡

事
故
が
12
件
発
生
し
、
依
然
と
し
て

無
く
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
の

10
年
間
の
農
作
業
死
亡
事
故
の
半
分

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
耕
う
ん
機
に
よ

る
も
の
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
死
亡

事
故
の
約
８
割
は
転
落
・
転
倒
で
す
。

安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
備
し
、
乗
る
と

き
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
耕
う
ん
機
の
事
故
の
４
割

は
バ
ッ
ク
し
た
と
き
に
挟
ま
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
バ
ッ
ク
す
る

時
は
必
ず
後
ろ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問	

県
経
営
技
術
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

３
１
５
５

区分 人槽 補助額

市内業者

単独処理浄化槽から
の転換

５人槽 382,000円
７人槽 464,000円
10人槽 598,000円

くみ取り便槽からの
転換

５人槽 432,000円
７人槽 514,000円
10人槽 648,000円

市外業者
単独処理浄化槽又は
くみ取り便槽からの
転換

５人槽 332,000円
７人槽 414,000円
10人槽 548,000円

供用開始 １年以内 ２年以内 ３年以内

くみ取り
便所からの
接続

80,000円 50,000円 30,000円

浄化槽から
の接続 60,000円 30,000円 10,000円
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時
～
16
時

◎	

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
水
辺

ス
テ
ー
ジ
、
国
道
２
６
９
号
歩
行

者
天
国

◎	

そ
の
他

※	

９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で
、

国
道
２
６
９
号
線
は
自
動
車
な
ど

の
通
行
不
可

※	

イ
ベ
ン
ト
広
場
及
び
ま
ち
な
か

パ
ー
ク
の
駐
車
場
は
使
用
不
可

問�

街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会

（
市
商
工
振
興
課
内
・
２
階
）　

　

	

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

図
書
館
ま
つ
り

◎	

内
容
＝
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル（
本

の
無
償
提
供
）、
高
校
生
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」、
食
育
レ

ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
火
お
こ
し
・
ま

が
玉
作
り
体
験
、
親
子
で
ピ
ザ
作

り
体
験（
材
料
費
が
必
要
）　

な
ど

※	

親
子
で
ピ
ザ
作
り
体
験
は
、
９
時

か
ら
事
前
受
付
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

◎	

日
時
＝
５
月
14
日（
日
）　

９
時

45
分
～
15
時

◎
場
所
＝
市
立
図
書
館
中
庭

※	

雨
天
時
は
市
立
図
書
館
館
内
で
、

内
容
を
変
更
し
て
実
施

◎
入
場
料
＝
無
料

問�

市
立
図
書
館

　

	

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

◎
参
加
料
＝
３
０
０
円

問	

ま
ち
づ
く
り
輝
北　

　

☎
０
９
９ｰ

４
８
５ｰ

１
９
０
０

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in

か
の
や

◎	

内
容
＝
障
が
い
の
あ
る
人
も
無
い

人
も
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
、
音

楽
の
力
で
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

目
指
す
音
楽
祭

◎	

日
時
＝
５
月
３
日（
水
・
祝
）　

10

時
～
18
時

◎	

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
水
辺

ス
テ
ー
ジ
、
中
央
地
区
商
店
街
特

設
会
場

◎
観
覧
料
＝
無
料

問�

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in
か
の
や

実
行
委
員
会（
吉
永
）

　

	

☎
０
８
０ｰ

２
７
５
８ｰ

１
６
５
４

リ
ナ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

◎	

内
容
＝
10
ｍ
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の

振
る
舞
い
、
ア
メ
リ
カ
の
食
や
文

化
を
体
験
す
る「
ア
メ
リ
カ
ン
ピ

ク
ニ
ッ
ク
」　

な
ど

◎	

日
時
＝
５
月
３
日（
水
・
祝
）　

10

平
成
30
年
鹿
屋
市
成
人

式
は
平
成
30
年
１
月
６

日（
土
）に
開
催
し
ま
す

　

鹿
屋
市
成
人
式
は
例
年
、
成
人
の

日
の
前
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
鹿
屋
市
成
人
式
は
、
次
の

日
時
に
開
催
し
ま
す
。

◎	

日
時
＝
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

12
時
～
12
時
50
分

※
受
付
は
11
時
30
分
～

◎	

場
所
＝
市
文
化
会
館

問�

市
生
涯
学
習
課（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

無
料
法
律
相
談

◎	

内
容
＝
５
月
１
日（
月
）
～
７
日

（
日
）
の「
憲
法
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
法
律
や
裁
判
な
ど
に
関
係
す

る
機
関
が
合
同
で
実
施
す
る
、
無

料
法
律
相
談
及
び
裁
判
手
続
案
内

◎	

実
施
機
関

○
鹿
児
島
県
弁
護
士
会

○
鹿
児
島
地
方
法
務
局

○
鹿
児
島
地
方
裁
判
所

○
鹿
児
島
家
庭
裁
判
所

◎	

日
時
＝
４
月
22
日（
土
）　

10
時

30
分
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～

15
時
30
分

※
受
付
は
15
時
ま
で

◎	

場
所
＝
山
形
屋
１
号
館
７
階
社
交

室（
鹿
児
島
市
）

問	

鹿
児
島
県
弁
護
士
会　

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
６ｰ

３
７
６
５

新
規
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
設

立
相
談
会

◎	

内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
新
規

設
立
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

◎	

日
時
＝
５
月
10
日（
水
）　

13
時

～
17
時

◎	
場
所
＝
市
役
所
６
階
６
０
２
会
議
室

◎	
対
象
者
＝
新
規
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
設
立
を
予
定
し
て
い
る
指
導
者

な
ど

◎	

申
込
方
法
＝
電
話

◎
申
込
期
限
＝
５
月
２
日（
火
）

問	

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局（
市
民

ス
ポ
ー
ツ
課
内
・
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

０
７
１
９

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回

相
談

◎	

内
容
＝
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
、
家
族
に
関
す
る
悩
み
等
の
相
談

◎	

日
時
＝
５
月
24
日（
水
）　

９
時
～

11
時
30
分

※
事
前
予
約
者
を
優
先

◎
場
所
＝
輝
北
総
合
支
所

◎	

電
話
相
談
等
＝
次
の
窓
口
で
電
話

や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
随
時
受
付

問�

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　

	

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

４
８
０
１

輝
北
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

◎	

内
容
＝
輝
北
う
わ
ば
公
園
周
辺
を

散
策
す
る
４
㎞
又
は
８
㎞
コ
ー
ス

の
ハ
イ
キ
ン
グ

※
お
楽
し
み
抽
選
会
有
り

◎	

日
時
＝
４
月
29
日（
土
・
祝
）　

10

時
～

※
受
付
は
９
時
～

◎
場
所
＝
輝
北
う
わ
ば
公
園

イ
ベ
ン
ト

相談内容 電話・メール相談窓口

身体障がいに
関する相談

			☎ 0994-35-4801
���soudan-shintai
���@chime.ocn.ne.jp

知的障がいに
関する相談

			☎ 0994-35-4802
���soudan-chiteki
���@chime.ocn.ne.jp

精神障がいに
関する相談

			☎ 0994-35-4803
���soudan-seishin
���@chime.ocn.ne.jp

相

談

Pick up
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春は子どもの感染症に注意

の感染症です。また、はしか（麻しん）や水ぼうそうは、

脳炎や肺炎などの合併症を引き起こす可能性があるほか、

風しんは、成長するにしたがって、かかったときの症状（発

熱・発疹・リンパ節の腫れなど）が重くなる場合が多く見ら

れます。

　感染症を防ぐため、子どもの予防接種履歴を確認し、予

防接種を適切な時期に行いましょう。

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

　保育園や幼稚園の入園の時期は、人から人に感染する病

気にかかりやすい時期でもあります。	寒暖の差が激しいた

め体調を崩しやすいことに加えて、入園や進級などで急激

に環境が変わることもありますので、	集団生活の中で病気に

かかる機会が多くなります。

　はしか（麻しん）や風しん、水ぼうそう、おたふくかぜなど、

集団感染しやすい病気には注意しましょう。

◎はしか（麻しん）・風しん・水ぼうそうの原因

　これらの病気は、いずれも感染力の強いウイルスが原因

肝属東部医師会 診療時間	9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

4 月 23 日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
岩重医院 東串良町川東 63-8514

30 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

   5 月  7 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

14 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
児玉医院 東串良町川東 63-8522

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医4月・5月

鹿屋市医師会 診療時間	8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

4 月 23 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 小林クリニック 上谷町 41-0700

29 日
 児玉上前共立病院 寿 5 丁目 43-2510
 児玉上前共立病院 寿 5 丁目 43-2510
 鮫島整形外科病院 寿 1 丁目 43-2535

30 日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 徳田脳神経外科病院 打馬 1 丁目 44-1119

5 月  3 日
 中塩医院 西原 1 丁目 43-2489
 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

4 日
 伊東クリニック 札元 2 丁目 43-3500
 えとう小児科 札元 2 丁目 40-3700
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

5 日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 まつだこどもクリニック 西原 2 丁目 52-0507
 検見崎病院 西原 1 丁目 43-2991

7 日
 おばま医院 寿 2 丁目 42-5235
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

14 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

鹿屋市歯科医師会 診療時間	9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
4 月 23 日 安楽歯科 寿 5 丁目 44-2220

29 日 安代歯科医院 北田町 42-2936
30 日 おおやま歯科クリニック 寿 4 丁目 43-3210

5 月  3 日 池田病院歯科 下祓川町 43-6468
4 日 おにがはら歯科医院 寿 2 丁目 40-3340
5 日 クリス歯科 白崎町 41-3931
7 日 けいこ歯科 寿 4 丁目 40-0418

14 日 近藤歯科医院 西原 4 丁目 44-5373

　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
　※	休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが
あります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。

　※	休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日
はかかりつけの医師などの診療を受けてください。

　　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

早めに２回の予防接種を！
　はしか（麻しん）・風しん・水ぼうそうは、定期接種

として、１歳になると無料で予防接種を受けられます。

おたふくかぜは１歳以上から予防接種を受けられま

す。また、予防接種は乳児期だけではなく、小学校入

学前にも接種を行う「２回接種」が有効です。

　市では、平成30年４月に小学校に入学する、平成23

年４月２日から平成24年４月１日生まれの子どもの保

護者へ、はしか（麻しん）・風しんの、第２期予防接種

の通知を行っています。通知を読んで、早めの接種を

お勧めします。

まちの
保健室

Health Care
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これを
取材して!!

お気に入りの
場所見つけ
ました !!

誰かに聞いて
ほしい話が
あります…

ちょっと
困っている
ことがある
んだけど…

つ

ながる ひろがる
 

場り語のちま

市民の
ひろば

鹿
屋
市
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
で

す
。「
な
ん
で
、
美
術
館
が
無
い
の

～
？
」そ
の
理
由
を
ぜ
ひ
、
知
り
た
い
で
す
。

（
谷
間
の
ユ
リ
さ
ん
・
60
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

で
は「
わ
が
ま
ち
に
美
術
館
を
」
と
、
美
術

館
建
設
に
向
け
て
、
長
年
に
わ
た
り
検
討

さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
美
術
館
機
能

を
有
す
る
施
設
と
し
て
、
平
成
19
年
に
鹿

屋
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
リ
ナ
シ
テ
ィ

か
の
や
）
芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ
に

は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ホ
ー
ル
・
ア
ト
リ
エ
な

ど
が
あ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
県
の
巡

回
展
や
鹿
屋
市
美
術
展
、
鹿
屋
市
所
蔵
作

品
展
な
ど
の
企
画
展
の
ほ
か
、
個
人
・
団

体
の
絵
画
・
書
道
・
陶
芸
・
写
真
等
の
展
示

会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
い
た
だ
き
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

鹿
屋
市
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
７

人
で
参
加
し
た
時
、
１
人
の
高
齢
男

性
が「
カ
ン
パ
チ
ダ
ン
ス
」に
魅
了
さ
れ
、「
踊
れ

な
い
け
ど
、
こ
れ
で
身
体
を
動
か
し
た
い
」「一

市
民
と
し
て
親
し
み
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
市
役
所
の
農
林
水
産
課
で
Ｃ

Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し
を
受
け
て
、
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
手
足
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
市
民

全
体
の
も
の
に
す
る
た
め
、
民
謡
調
と
か
体

操
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
か
で
き
た
ら
な
ぁ
と
み
ん
な

で
語
っ
て
い
ま
す
。（
Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
・
58
歳
・
男
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
カ

ン
パ
チ
ダ
ン
ス
は
、
カ
ン
パ
チ
と
漁
師
の
動

き
を
取
り
入
れ
た
覚
え
や
す
い
振
り
付
け

で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
が
あ
っ
て
そ
れ
な
り
に

激
し
く
て
難
し
い
で
す
よ
ね
。
で
も
明
る

く
乗
り
や
す
い
曲
調
な
の
で
、
つ
い
踊
り

た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
確
か
に
盆
踊
り

バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ん
て
あ
る
と
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
く
踊
れ
そ
う

だ
と
思
い
ま
す
!!

パ
ソ
コ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
東
京
都
は
省
エ
ネ
の

た
め
、
白
熱
電
球
２
個
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
１

個
を
取
り
替
え
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
鹿

屋
市
も
導
入
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

今
回
、
提
案
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
が
所
管
す
る
市
区
町
村
を
対
象
に
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
普
及
を
目
的
に
計
画
さ
れ
た

施
策
で
、
都
独
自
の
省
エ
ネ
促
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
取
り
組
ま
れ

よ
う
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
現
在
、
本

市
で
は
、
鹿
屋
市
環
境
基
本
計
画
の
行
動

計
画
の
中
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
掲
げ
、

公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
す
る
た
め
の
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ご
要
望
に
つ
き
ま
し

て
は
、
経
費
の
問
題
も
あ
り
、
現
段
階
で
一

般
家
庭
向
け
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
交
換
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
国
や
県
の
動
向
に

も
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
で
も
ス
マ
ホ
な
ど
で
使

え
る
便
利
な
ア
プ
リ
を
作
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
紙
よ
り
早
く
伝
え

ら
れ
便
利
で
す
。（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

全
国
で
は
、
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
お
知

ら
せ
な
ど
様
々
な
分
野
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
地
震
警

報
や
大
雨
警
報
な
ど
即
時
伝
達
す
る「
Ｆ

Ｍ
プ
ラ
ぷ
ら
」
や
出
産
に
向
け
た
準
備
な

ど
子
育
て
を
応
援
す
る「
鹿
屋
市
子
育
て

す
く
す
く
メ
ー
ル
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
ア
プ
リ

の
活
用
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

広
報
か
の
や
２
月
号
の
特
集「
そ
う

だ
！
山
に
行
こ
う
」を
読
ん
で
、
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
若
い
頃
の
高
隈
登

山
の
経
験
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
高
隈
連

山
に
は
深
い
愛
情
が
あ
り
、
週
に
５
回
は

眺
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
広
報
誌

で
市
民
の
心
に
響
く「
鹿
屋
づ
く
り
」
を
お

願
い
し
ま
す
。（
Ⅰ
・
Ｓ
さ
ん
・
80
歳
・
女
性
）

　

２
月
号
の
特
集
記
事
へ
の
お
褒
め
の
言

葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
事
で

紹
介
し
た
高
隈
山
も
、
吾
平
の
中
岳
も
、

昔
か
ら
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
山

で
す
。
登
山
道
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
日
の
う
ち
に
登
れ
る
と
こ
ろ
も
魅
力
で

す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
心

に
響
く
よ
う
な
誌
面
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見の
ほか、地域のイベントや出来事、お
勧めスポットなど多くの情報もお寄せ
ください。お便りをいただいた方の
中から、抽選で特産品等をプレゼン
トしています。たくさんのご応募をお
待ちしています！
※掲載時に、原稿の一部を手直しする

場合もございます。

〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課

「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを
募集しています

№271

応募〆切　５月10日（水曜日）

３月に外観や内装をリニューアルしたKITADA�SARUGGA。その
SARUGGA内にあるカフェ「F

フォレスト

OREST�L
ラ ン プ

AMP」が提供する人気のガレット
ランチセットのお食事券を３名にプレゼントします。「FOREST�LAMP」
のガレットは、そば粉や無農薬野菜を使用したもので、材料はすべて
地元産にこだわっています。

KITADA	SARUGGA
☎	0994-45-6168
鹿屋市北田町8-9
※営業時間
　11時～ 18時
　（火曜日定休）

市民のひろばにお便りをくださった方の中から

K
キ タ ダ

ITADA S
サ ル ッ ガ

ARUGGA
ガレットランチセット券を
プレゼントします。

※当選者の発表は、商品引換券の発送をもって代えさせていただきます。

4Present

山や
ま

本も
と 

恵け
い

士し 

隊
員

今
回
の
報
告
者

　現在、私は市内の和牛繁殖農家で就
農に向けての研修をしています。全
国有数の規模を誇る鹿屋の畜産業を現
場で体験しながら、少しでも早く一人
前の農家になれるように頑張っていま
す。地域おこし協力隊としては少し特殊なのですが、畜産の現
場から地域を盛り上げているのだと理解していただければと思
います。また今後は畜産への理解をより深める活動もできれば
と思っています。ご存知の方も多いと思いますが、質・量ともに
鹿屋の畜産は日本全体から見たらすごいんです。今日からちょっ
と意識してみると新たな発見があるかもしれませんよ。

かのや活動レポート vol.19
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編  集  後  記

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

 スポットライト
    ～地域で頑張

る人たち～

串
良
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議

串
良
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
は
、

平
成
23
年
４
月
に
発
足
し
た
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
団
体
で
す
。

約
15
人
の
メ
ン
バ
ー
は
30
代
～
40
代

で
、小
・
中
・
高
校
生
の
親
世
代
が
多

く
集
ま
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

串
良
地
区
に
は
、平
和
ア
リ
ー
ナ
や

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、さ
く
ら
温
泉
等
、

ス
ポ
ー
ツ
や
合
宿
な
ど
の
環
境
が
整
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、子
ど
も
た
ち

が
大
会
な
ど
で
市
外
に
行
く
こ
と
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
環
境
に
恵
ま

れ
た
串
良
地
区
か
ら
出
か
け
る
の
で

は
な
く
、来
て
も
ら
え
る
活
動
を
」と
、

有
志
が
集
ま
っ
て
活
動
を
開
始
。

　

現
在
は
、県
内
外
の
チ
ー
ム
が
参

加
す
る
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

や
社
会
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
開

催
、串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
で
の

年
間
２
０
０
人
以
上
の
合
宿
受
け
入

れ
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ま

た
、戦
略
会
議
発
足
と
同
時
に
始
め

た
、高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
を
送
り

出
す「
串
良
人
旅
立
ち
式
」は
、今
で

は
３
中
学
校
区
全
域
で
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
川
添
幸こ
う
一い
ちさ
ん
は
、次
の
よ

う
に
語
り
ま
す
。「
運
動
施
設
・
入
浴

施
設
・
宿
泊
施
設
が
程
よ
く
ま
と
ま
っ

て
い
る
地
の
利
を
生
か
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
を
核
に
、み
ん
な
の
知
恵
を
集
め
て
、

交
流
人
口
を
増
や
し
た
い
。そ
し
て
こ

こ
は
、次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
育
つ
大
切
な
場
所
。串
良
地
域
を

盛
り
上
げ
る
と
同
時
に
、旅
立
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
、帰
っ
て
き
た
く

な
る
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
」

平成24年３月に初めて実施した「旅立ち式」で、生徒たちが残した「串良
に願う事」。活動の原点として事務所に常に掲示している。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通
じ
た

子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

No.4

２年間共に仕事をしてきた職
員が異動に。彼の広報誌に

かける情熱は見習うべき点があり
ました。これまで広報誌に携わっ
た先輩職員の想いを大事に、新た
な気持ちで励む所存です。（前田）

立 場変わって係内の中間ポジ
ションに。明確な解や公式

などが無い「広報」の中で、新た
な業務を仰せつかったこの 1 年、
果たして無事に乗り切れるか…と
りあえず、"Q

ケ

ue S
セ ラ

erá, S
セ ラ

erá”。（原田）

広 報 担 当 に な っ て ４ 年 が 経
ち、この４月で異動となり

ました。取材先で聞いた貴重な話
の一つひとつが宝物です。たくさ
んの素晴らしい出会いに感謝！

（新保）

県外チームも参加するドッジボール大会。今年１月の大会では、戦略会
議で旅費等を負担して、平成28年熊本地震で被災した小学生を招待した。

川添さんが経営する自動車整備工
場２階に事務所を設置。会議は、時
に午前０時を過ぎることも。
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社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

鉄
に
銀
が
は
め
込
ま
れ
て
い
た
ん
だ

よ
。
模
様
は
ハ
ー
ト
型
に
見
え
る
け

ど
、
実
は
羽
を
広
げ
た
鳳ほ
う

凰お
う

と
い
う

鳥
を
表
し
て
い
て
、
僕
の
目
は
こ
の

模
様
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
よ
。

　

古
墳
時
代
っ
て
、
そ
の
名
の
と
お

り
身
分
の
高
い
人
の
お
墓
、
つ
ま
り

古
墳
が
作
ら
れ
た
時
代
で
、
普
通
の

人
は
お
墓
を
作
れ
な
か
っ
た
ん
だ
。

前
方
後
円
墳
と
い
う
形
の
古
墳
が
有

名
だ
け
ど
、
大
隅
半
島
と
宮
崎
県
の

南
部
に
は
、
全
国
で
も
こ
こ
に
し
か

な
い
、
地
下
式
横
穴
墓
と
い
う
お
墓

が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
こ
れ
は
土
を
盛

る
ん
じ
ゃ
な
く
、
地
下
に
空
洞
を

作
っ
て
埋
葬
す
る
方
法
な
ん
だ
。

　

象
嵌
装
大
刀
は
、
こ
の
地
下
式
横

穴
墓
の
一
つ
か
ら
出
土
し
た
ん
だ
け

ど
、
地
下
式
横
穴
墓
は
限
ら
れ
た
地

域
に
あ
る
独
特
な
お
墓
だ
か
ら
、
そ

れ
ま
で
は
前
方
後
円
墳
な
ど
よ
り
身

分
が
低
い
人
た
ち
が
埋
葬
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
き
た
ん
だ
。
で
も
象
嵌

の
飾
り
が
つ
い
た
も
の
は
、
作
る
の

も
大
変
だ
し
、
誰
で
も
持
て
る
も
の

じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
従
来
の
考
え

方
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
。

　

古
墳
を
作
る
と
い
う
社
会
の
ル
ー

ル
の
中
で
、
そ
れ
に
従
わ
ず
に
独
特

な
お
墓
を
作
り
、
さ
ら
に
貴
重
な
品

物
が
遺
体
と
一
緒
に
納
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
相
当

な
権
力
を
持
っ
た
人
が
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
ん
だ
よ
。

　

象
嵌
装
大
刀
は
、
現
在
串
良
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
内
の
串
良
歴
史
民
俗

資
料
室
に
展
示
し
て
い
る
よ
。
実
際

に
見
て
太
古
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳

せ
て
み
て
ね
～
」

　

象
嵌
装
大
刀
は
、
今
か
ら
約

１
５
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
に
作
ら

れ
た
刀
で
、
吾
平
町
上
名
の
中
尾
地

下
式
横お
う

穴け
つ

墓ぼ

群
で
見
つ
か
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
文
化
財
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ラ
ブ
ヒ
コ
く
ん
に
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
象
嵌
装
大
刀
は
、
鍔つ
ば

な
ど
が
象

嵌
と
い
う
技
法
で
装
飾
さ
れ
て
い
る

刀
で
、
県
内
に
は
こ
の
１
本
し
か
な

い
ん
だ
。
象
嵌
っ
て
い
う
の
は
、
地

の
素
材
を
彫
っ
て
、
そ
の
部
分
に
別

の
材
料
を
は
め
込
ん
で
模
様
を
作
る

技
法
で
、鹿
屋
市
で
出
土
し
た
刀
は
、

象ぞ
う

嵌が
ん

装そ
う

大た

刀ち

ラ
ブ
ヒ
コ	

く
ん

文
化
財
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

象嵌装大刀と一緒に出土した出土品

忠実に再現したレプリカ

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の
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ペット葬祭・霊園
夢 眠
む ー みん

お問い合わせ・ご相談は

（有）池田大仏堂グループ
〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）

http://kanoya-pet.com/http://kanoya-pet.com/

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

たくさんの思い出を
ありがとう。
たくさんの思い出を
ありがとう。

☎0994-45-3400☎0994-45-3400

（株）ロイヤルクリーン
鹿児島県鹿屋市田崎町4548

 ☎0994-35-1620

まずはお電話で無料見積もりを

プロの女性家事代行スタッフが
あなたのお悩みをサポート
いたします。

買い物や
お掃除をして
ほしい

キレイな
お家を保って
いたい

家族の
時間をもっと
作りたい

家族葬の池田屋

24時間
対応

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町 108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町 14042-8　株式会社  Ligare

☎0994-44-4440
0120-418-844

☎0994-43-2238
鹿児島県鹿屋市札元1-22-34お気軽にお問い

合わせください

オリジナルマグカップオリジナルマグカップ
１個からご注文できます !!

ミニサイズ
（子ども用）

通常サイズ

9.5㎝

7.5㎝

プレゼントや
ご自分用に !

使い方
いろいろ
あります!!

お気に入りの
写真で !

ご注文の流れ
①文字原稿・お写真をご用意ください。
　プリント写真・SD・USB・CD
　メールでもOKです。

② マグカップのサイズをお選びください。
２種類ご用意しています。

③お預かりした原稿を元に作成します。

④写真・文字を確認。

⑤マグカップ出来上がり !!

▼

▼

▼

▼

出来あがり前を
確認できます !!

E-mail :kan@shinsei-p.co.jp

平
成
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行

　
№

271　
（

通
常

版
13日

・
お

知
ら

せ
版

28日
発

行
）

発
行

／
鹿

屋
市

　
編

集
／

市
長

公
室

政
策

推
進

課

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷
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